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「卒業生代表 答辞」 

暖かい日差しの日が増え、春を感じる季節になりました。 

本日は、私達卒業生のためにこのような素晴らしい卒業式を開いていただき、ありが

とうございます。先程は、来賓の皆様、校長先生、在校生一同から心温まるご祝辞を頂

戴し、身の引き締まる思いです。 

思い返せば三年前、これから始まる高校生活への希望で胸をふくらませながら、この場所で入学式を迎えたあの日から、 

色々なことがありました。最初の頃は、不安な事だらけでしたが、１ケ月も経てばクラス内だけでなく、学年の中にも友達 

ができて楽しい毎日に変化していきました。そして部活動やその他の活動を通じて、たくさんの先輩方や先生方にとても優 

しく、そして楽しく接していただきました。そのおかげで高校生活を充実させることができました。 

 これらの思い出は、友達がいてこそ楽しい思い出になりました。先生、保護者、そして地域の方々の支えがあってこその 

思い出です。これから先何十年後も忘れることはなく、ずっと心の中に残るでしょう。しかし、楽しいことばかりでなく、 

人間関係や進路で悩み、辛く苦しい時もありました。そんな時支えてくれたのは先生方でした。一緒に悩んでくださり、自 

分の手で解決できるように的確なアドバイスを与えてくださった先生方、先生方の存在は、とても大きく強かったです。 

そして私達を十八年間育ててくれたお父さん、お母さんにはとても感謝しています。今まで本当にありがとう。この先も 

迷惑をかけることもあると思いますが、どうか見守って下さい。色々の人の支えがあって、三年間充実した学校生活を送る 

ことができました。本当にありがとうございました。 

在校生の皆さん、次は皆さんが蓼科高校を引っ張って、新しく作り上げる番です。これから、たくさんの壁にぶつかる事 

でしょう。ですが、仲間と協力し乗り越えていってください。そして蓼科高校の伝統を守りつつ、新しい事にどんどん挑戦 

してください。私達は今日で旅立ちます。この蓼科高校で学んだ三年間は、とても貴重な時間でした。卒業生一同この先も 

精進して参ります。これからも応援よろしくお願い致します。 

最後になりましたが、来賓の皆様、保護者の皆様、校長先生をはじめ諸先生方のご健勝と、蓼科高校の更なる発展を心か 

ら祈りつつ、答辞の言葉とさせていただきます。        
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平成 30年度卒業証書授与式 挙行 

３年 1組 HR 

送辞 

答辞 

卒業証書授与 

３年 2組 HR ３年 3組 HR 

卒業担任団 

卒業式当日 各クラス黒板には、２年生生徒会執行部の思いをこめた「祝 卒業」の文字がありました  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立つ鳥跡をを濁さず 

１・２年進路行事 

 

アーチをくぐって 

くす玉 

1・2年からのエール 

将来の進路を考え

るために、進学・

就職分野の専門家

から授業をうける

体験的進路行事

を、１年・２年と

も行いました。 

真剣な表情で取り

組んでいる姿がみ

えました。 

 

卒業式前日 在校生・先生方の思いあふれる 3年生を送る会 

3年担任の送るコント！？ 

コント！？ 

3年担当先生方の合唱 

３年生が、卒業にあたり、教室や体育館の掃除・ワック

スがけをしてくれました。ピカピカです！さすがです！ 

次は自分たちだ！ 

１年間ご覧いただきありがとうございまし

た。４月からもよろしくお願い致します。 

２年生就職希望者対象 

１年生スポーツ系の体験

業体験 


